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　かつてソ連・東欧圏で「一番ましな
国」と言われたハンガリー。その中に
あって、計画経済には未来がないこと
を一貫して示し続けた世界的な経済学
者の自伝だ。

　コルナイの生涯は、東欧の社会主義
史そのものと言ってもよい。ユダヤ人
家庭に生まれ、父親をナチの収容所で
失い、戦後ハンガリーが共産化される
と、一度は共産党員となった。だが、
５６年のハンガリー事件を機に共産主
義と決別し、体制の限界を経済学の上
から理論的に裏付ける研究に乗り出
す。「不足」などの著作は、西側では
体制への内部告発とも受け取られた。

　「民主主義は資本主義制度なしでは
存在し得ない」といったコルナイの警
句は、恐らくは中国やベトナムなど残
存する共産党独裁の国々にも当てはま
る。旧秘密警察のファイルによって自
分や仲間の過去を洗い出すなど、およ
そ学者らしからぬ生々しい記述も目に
つく。良質の同時代史だ。盛田常夫
訳。（日本評論社、４７００円）

評者・布施　裕之（本社編集委員）

(2006年9月25日  読売新聞) 

●     日本経済は本当に復活したのか 
●     「Ｒ２５」の“女性版”創刊へ 

 

 

●     ランキング （日販調べ） 

▼総合

●     

名もなき毒
宮部みゆき

●     

子育てハッピーアドバイス（１・２・３）
明橋大二

●     

美しい国へ
安倍晋三

●     

λ(ラムダ）に歯がない
森　博嗣

●     

鏡の法則
野口嘉則

●     

霧の訪問者　薬師寺涼子の怪奇事件簿
田中芳樹

●     

東京タワー　オカンとボクと、時々、オトン
リリー・フランキー

●     

警察裏物語
北芝　健

●     

世界の日本人ジョーク集
早坂　隆

●     

なぜ、社長のベンツは４ドアなのか
小堺桂悦郎

▼単行本フィクション
▼単行本ノンフィクション
▼単行本ビジネス書
▼新書フィクション
▼新書ノンフィクション
▼文庫

●     読売文学賞 
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